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国産農産物中のかび毒及びかび毒誘導体の動態解明並びに汚染の防止及び低減に関する研究

IV． 研究成果概要

成果2)-① 麦類赤かび病菌の菌種と毒素型の

簡易診断用のDNAストリップを開発しました
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赤かび毒素診断ライン

菌種診断ライン

YES-DOC-CP寒天培地

研究内容2）かび毒産生菌の診断・検出の高度化

DON

4-Ac-NIV (FX)

15‐Glt‐NIVとタンパク質の結合体

極性の違い
で反応せず

立体障害で
反応せず

15-AC-NIV

ニバレノール(NIV)

合成した15‐O‐ヘミ グルタリル‐NIV
(15‐Glt‐NIV)と抗体の結合部位

高い反応性

高い反応性

作製した抗NIV抗体の反応イメージ
研究内容１）①DON配糖体の消長解析②免疫学的かび毒検出法の開発

2カ年/熊本/大麦・小麦中DON, NIV, DON配糖体のLC-MS/MS分析値のメタアナリシス

かび毒濃度（μg/kg）

[背景・研究目的] かび毒の類縁体や産生菌の分布変動の懸念から

１） 国産小麦・大麦で問題となっている麦類赤かび病によるデオキシニ
バレノール（DON）・ニバレノール（NIV）・DON配糖体の分析法を高度化し、
DON配糖体の消長解析を行う。

Sucrose (%) 5                 10

[成果の活用] ◎薬剤防除の効果解明は小麦・大麦中のDON配糖体の蓄積低減対策の検討に活用できる。
◎NIV抗体、DNAストリップ、改良培地は、DON, NIV, AF産生菌のサーベイランスや自主検査に利用できる。

成果1)-① 薬剤防除によるDON配糖体の低減効果を解明しました

成果1)-② NIVに特異性の高い抗体を作出しました

成果2)-② AF産生菌の高感度検出
のための培地を改良しました

DOC (%)   0.07          0.1          0.15

２） DON等の産生菌の検出法を高度化
するとともに、アフラトキシン（AF)産生菌
の高感度な検出法を開発する。


